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	我々は，地域の少年野球チームに対し，メディカルチェック（以下MC）として理学的検査・整形外科的テスト・ア〞
	今回はMC結果の内，理学的検査とアンケート調査に注目し障害予防活動の介入効果について検討した．


	対象
	方法
	結果
	考察

